
８
月

日
か
ら
開
会
し

30

て
い
た
鶴
岡
市
議
会
９
月

定
例
会
が
９
月

日
閉
会

26

し
ま
し
た
。

市
長
提
案
の
平
成

年
27

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
、
病
院

事
業
会
計
、
水
道
事
業
会

計
、
下
水
道
事
業
会
計
の

決
算
の
認
定
、
平
成

年
27

度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
な
ど

議
案
が
認
定

15

・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、

年
度
決
算
の
う
ち

27

一
般
会
計
及
び
国
保
・
介

護
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

３
特
別
会
計
、
水
道
・
下

水
道
の
２
事
業
会
計
、
藤

島
く
り
く
り
保
育
園
の
指

定
管
理
（
民
間
委
託
）
に

反
対
し
ま
し
た
。

請
願
で
は
、
共
産
党
市

議
団
も
紹
介
議
員
に
な
っ

た
、
福
島
原
発
事
故
避
難

者
へ
の
住
宅
無
償
提
供
の

継
続
を
求
め
る
請
願
が
賛

成
多
数
で
採
択
さ
れ
、
関

係
省
庁
に
意
見
書
を
送
付

し
ま
し
た
。

「
介
護
保
険
制
度
改
正

に
向
け
た
検
討
」
に
自

公
系
会
派
が
反
対

議
員
発
議
の
意
見
書
で

は
、
共
産
党
市
議
団
が
提

案
し
た
「
子
ど
も
医
療
費

の
無
料
化
を
求
め
る
意
見

書
」
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
が
、
「
介
護

保
険
の
次
期
制
度
改
正
に

向
け
た
検
討
に
つ
い
て
の

意
見
書
」
は
共
産
党
・
市

民
ク
ラ
ブ
・
無
所
属
議
員

が
賛
成
し
ま
し
た
が
、
新

政
ク
ラ
ブ
・
政
友
公
明
ク

ラ
ブ
の
反
対
で
不
採
択
と

さ
れ
ま
し
た
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

自
民
は「
国
と
の
パ
イ
プ
が
無
い
」と
言
う
が
…

ば
、
吉
村
県
政
は
県
民
の
立
場
で
頑
張

っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

☆

日
（
月
）
は
、
山
形
大
学
准
教
授

26
の
戸
室
健
作
氏
を
招
い
て
「
拡
大
す
る

子
ど
も
の
貧
困
ー
そ
の
現
状
と
課
題
」

の
学
習
会
。
昨
年
、
都
道
府
県
別
の
貧

困
率
の
推
移
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
て

全
国
に
反
響
を
呼
ん
だ
気
鋭
の
研
究
者

で
す
。
終
了
後
、
今
後
様
々
な
ご
指
導

を
頂
く
事
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

☆

日
（
火
）
山
形
交
響
楽
団
に
よ
る

27
議
場
で
の
演
奏
会
。
県
民
に
議
会
に
親

し
ん
で
も
ら
う
機
会
の
一
つ
と
し
て
実

施
。楽
団
は
本
県
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

☆
代
表
質
問
に
続
き
、

日
（
水
）
一

21

般
質
問
、

日
（
月
）
か
ら

日
（
水
）

26

28

予
算
特
別
委
員
会
。
４
日
間
わ
せ
て
自

民
党
８
名
、
県
政
ク
ラ
ブ
２
名
、
無
所

属
１
名
が
質
問
し
ま
し
た
。

自
民
党
議
員
の
質
問
で
は
、
吉
村
県

政
へ
の
批
判
が
目
に
つ
き
ま
す
。
産
業

振
興
、
交
通
網
整
備
な
ど
の
「
遅
れ
」

の
批
判
と
、
そ
の
原
因
と
し
て
「
国
と

の
パ
イ
プ
が
無
い
」
と
い
う
主
張
が
典

型
の
よ
う
で
す
が
、
国
の
悪
政
が
地
方

に
も
た
ら
し
て
い
る
害
悪
を
見
ず
、
政

権
に
追
随
し
て
「
予
算
を
貰
う
」
こ
と

を
知
事
の
役
割
と
す
る
考
え
方
で
す
。

そ
れ
が
「
で
き
て
い
な
い
」
と
す
れ

2016年６月議会　会派で賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
無 無 市民クラブ 共産党 政友公明 新政クラブ

佐

藤

峯

男

田

中
　

宏

今
野
美
奈
子

渡

辺

洋

井

石

井

清

則

加

賀

山

茂

小

野

由

夫

菅
井
　

巌

加
藤
太

一

加
藤
鉱

一

秋

葉
　

雄

富

樫

正

毅

中

沢
　

洋

岡

村

正

博

五
十
嵐
庄
一

野

村

廣

登

菅

原

一

浩

尾

形

昌

彦

五
十
嵐
一
彦

佐

藤

博

幸

佐

藤

久

樹

小
野
寺
佳
克

本

間

信

一

本
間
新
兵
衛

齋

藤
　

久

渋

谷

耕

一

今

野

良

和

神

尾
　

幸

上
野
多
一
郎

佐

藤

文

一

27年度鶴岡市一般会計及び国

民健康保険、介護保険、後期
高齢者医療保険の３特別会計

、水道及び下水道の２事業会

計決算の認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険次期制度改正で要支

援１、２について、生活援助の
原則自己負担や全てのサービ

スの市町村事業への移行に慎

重な検討を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

長

藤島くりくり保育園の民営化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福島原発事故避難者への住宅

無償提供の継続を求める請願
● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

“今が旬”の党綱領、

日本の未来…

市田忠義
副委員長が

語ります

１０月８日（土）
午後６時～７時３０分

にこふる３階大会議室

主 催 日本共産党山形県委員

連絡先 日本共産党鶴岡地区委員会 TEL。２２－３３１３

菅
井
巌
議
員
の
平
成
27

年
度
会
計
決
算
議
案
に
対

す
る
反
対
討
論
の
大
要

は
、
次
の
通
り
で
す
。

市
の
財
政
指
標
で
は
、

行
財
政
改
革
で
歳
出
削
減

を
行
っ
た
結
果
と
し
て
、

実
質
公
債
費
比
率
や
経
常

収
支
比
率
の
改
善
が
さ
れ

て
い
る
が
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）

市
民
の
命
と
く
ら
し
守
る
施
策
に

予
算
執
行
を

菅
井
巌
議
員
が
決
算
議
案
に
反
対
討
論



水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・山添水源地フェンス設置工事（板井川地内）（入札4業者うち1業者辞退）
(有)相建工業 2,900,000円（2,920,000円）工期～12/16（落札率99.3％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月26日入札分

・市公共下水道事業 汚水1I013～056号路面復旧工事（湯田川地内）（入
札10業者）
(株)三庄 8,300,000円（8,617,000円）工期～11/30（落札率96.3％）

管理課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・鶴岡第五中学校職員室多目的室エアコン改修工事（入札5業者）
(株)大山設備 6,550,000円（6,650,000円）工期～12/12（落札率98.5％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・平成28年度市営ふじなみ住宅外壁改修工事（藤浪二丁目88番地1）
中止

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・市道古田線道路災害復旧工事（大網地内）（入札2業者うち1業者不参）
(株)新栄 1,750,000円（1,757,000円）工期～12/2（落札率99.6％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・苗津大東３号線ほか２路線防護柵設置工事（東原町地内ほか）（入札
4業者）
(有)大泉建設 2,100,000円（2,207,000円）工期～12/5（落札率95.2％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

肝
心
の
財
政
力
指
数
は
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
お

り
、
地
域
経
済
の
低
迷
が

表
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

行
財
政
改
革
の
推
進

で
、
公
的
施
設
の
民
間
委

託
、
職
員
削
減
、
地
域
庁

舎
の
縮
小
、
市
民
負
担
の

増
大
で
、
人
口
減
少
と
地

域
の
衰
退
が
進
ん
だ
。

一
方
で
市
の
積
立
金
は

合
併
時
の
約
３
倍
、
１
５

６
億
６
４
６
７
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

は
じ
め
、
市
民
の
命
と
く

ら
し
を
守
る
施
策
に
も
っ

と
積
極
的
に
予
算
執
行
し

て
行
く
べ
き
と
考
え
る
。

慶
應
先
端
研
に
対
す
る

支
援
は
、
も
は
や
一
地
方

自
治
体
が
掌
握
で
き
る
領

域
を
超
え
て
い
る
。
特
別

の
補
助
金
に
つ
い
て
は
見

直
す
べ
き
と
考
え
る
。

「
複
式
学
級
の
解
消
」

を
名
目
と
し
た
小
学
校
の

統
廃
合
は
、
過
疎
地
域
の

通
学
環
境
を
悪
化
さ
せ
、

人
口
流
出
・
出
生
数
激
減

・
地
域
格
差
を
拡
大
さ
せ

て
お
り
、
容
認
で
き
な
い
。

教
育
委
員
会
制
度
の
改

悪
で
、
教
育
長
へ
の
権
限

集
中
、
首
長
の
関
与
の
強

ま
り
で
教
育
委
員
会
の
独

立
性
と
自
主
性
が
損
な
わ

れ
る
懸
念
が
あ
る
。

地
区
公
民
館
の
廃
止
と

コ
ミ
セ
ン
化
は
社
会
教
育

の
後
退
で
あ
り
、
地
方
創

生
で
必
要
と
さ
れ
る
地
域

活
性
化
の
担
い
手
を
育
む

課
題
に
逆
行
し
て
い
る
。

ご
み
処
理
問
題
、
受
託

拒
否
は
許
さ
れ
な
い

三
川
町
と
の
ご
み
処
理

受
委
託
問
題
で
は
、
合
併

問
題
が
引
き
合
い
に
出
さ

れ
不
安
と
混
乱
が
生
じ

た
。
三
川
町
が
合
併
を
選

択
せ
ず
自
立
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
こ
れ
ま
で
双
方

で
協
議
し
受
託
し
て
き
た

ゴ
ミ
処
理
を
拒
否
す
る
な

ど
、
自
治
体
と
し
て
は
許

さ
れ
な
い
こ
と
だ
。

ま
た
、
ご
み
処
理
最
終

処
分
場
の
市
の
対
応
と
し

て
、
予
定
候
補
地
の
地
元

自
治
会
の
中
か
ら
反
対
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
の
に

適
切
な
対
応
が
さ
れ
て
い

な
い
。
地
元
の
意
思
に
寄

り
添
っ
た
対
応
を
図
る
よ

う
に
求
め
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
前
提
の
政
策
に

翻
弄
さ
れ

農
林
水
産
業
分
野
で

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
前
提
と
し

た
規
模
拡
大
や
輸
出
・
六

次
産
業
化
な
ど
の
農
業
政

策
に
翻
弄
さ
れ
、
生
産
費

を
割
り
込
む
低
米
価
の
下

で
苦
労
し
て
い
る
農
家
の

願
い
に
応
え
き
っ
て
お
ら

ず
、
所
得
減
少
、
離
農
も

進
み
、
特
に
中
山
間
地
域

で
は
集
落
機
能
を
維
持
で

き
な
い
な
ど
、
深
刻
な
事

態
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

市
長
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
国
会
承

認
を
許
さ
な
い
た
た
か
い

に
立
ち
上
が
る
べ
き
だ
。

地
域
住
民
の
知
恵
と
力

結
集
さ
せ
産
業
振
興

を
一
方
で
鶴
岡
の
農
林
水

産
業
の
現
場
は
、
地
域
内

自
給
圏
や
経
済
循
環
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

を
広
げ
る
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。
こ
こ
に

も
っ
と
地
域
住
民
の
知
恵

と
力
を
結
集
さ
せ
、
産
業

振
興
を
図
る
べ
き
だ
。

商
工
関
連
で
は
、
地
域

産
業
を
支
え
る
小
規
模
事

業
者
な
ど
の
設
備
投
資
や

振
興
施
策
な
ど
に
つ
い

て
、
支
援
が
不
十
分
だ
。

小
規
模
事
業
所
の
実
態

調
査
な
ど
を
進
め
、
求
め

ら
れ
る
支
援
や
要
望
を
聞

き
取
り
、
施
策
に
反
映
さ

せ
る
取
り
組
み
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
。

公
共
施
設
の
長
寿
命
化

が
問
わ
れ
て
い
る
中
で
、

公
園
環
境
の
整
備
状
況

や
、
市
営
住
宅
施
策
や
、

住
宅
困
窮
者
世
帯
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
も
、
市
民

の
要
望
に
応
え
る
も
の
と

な
っ
て
い
な
い
。

国
保
・
介
護
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
、
負
担

増
認
め
ら
れ
な
い

国
民
健
康
保
険
の
高
過

ぎ
る
国
保
税
へ
の
対
応
の

欠
如
、
第
６
期
介
護
保
険

計
画
に
基
づ
く
介
護
保
険

の
保
険
料
の
引
き
上
げ
に

よ
る
市
民
負
担
増
や
、
差

別
医
療
で
あ
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は

認
め
ら
れ
な
い
。

水
道
事
業
、
業
務
委
託

で
サ
ー
ビ
ス
低
下
懸
念

水
道
事
業
会
計
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
よ
り
窓
口

収
納
等
包
括
業
務
委
託
に

つ
い
て
準
備
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
よ
り
、
今
年
度
そ

の
具
体
化
が
す
す
め
ら
れ

て
い
る
。

自
治
体
業
務
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
化
は
、
職
員

の
配
置
転
換
、
委
託
先
と

の
「
偽
装
請
負
」
の
懸
念
、

専
門
的
知
識
を
喪
失
す
る

行
政
力
の
低
下
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
。

下
水
道
事
業
、
受
益
者

負
担
主
義
へ
変
質

下
水
道
事
業
会
計
は
、

企
業
会
計
方
式
へ
移
行
さ

れ
、
本
来
環
境
浄
化
と
公

衆
衛
生
に
よ
り
社
会
全
体

が
受
益
を
受
け
る
公
共
施

策
と
し
て
の
下
水
道
事
業

が
、
水
道
事
業
と
同
じ
く

受
益
者
負
担
主
義
へ
と
変

質
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
。
認
め
ら
れ
な
い
。

市
民
の
負
担
減
の
た
め

に
、
全
国
最
高
水
準
に
あ

る
下
水
道
使
用
料
引
き
下

げ
の
検
討
こ
そ
必
要
と
考

え
る
。

９月２４・２５の両日、横浜市の小雀みどり保育園・戸
塚みどり保育園と庄内産直センターとの「稲刈り交流
会」が藤島・野田目の田んぼなどを会場に開催され、
園児・保育士等４０人が稲刈りを体験しました。


